
 

  

後援会だより No.24 号では、本市の現状を

数値で述べました。人口減少をはじめ、出生数

の大幅低下、小中学校の学力低下、中心市街地

衰退の状況は深刻さを増しています。 

これらについて野放しの状態では、いずれ

地域や市民生活に影響が出て来ます。 

 本市の目指す方向を示し、今何をすべきか

を明示することが政策です。残念ながらこれ

までの延長線上の対応策ばかりの今の市政で

は改善が期待できません。変革が必要です！ 

 

 

 

６月定例議会の一般質問は、次の 2 件につ

いて行いました。以下に質問の要点を示しま

す。詳細は YouTube、後援会ホームページ、

市議会だよりをご覧ください。 

 

（１）佐木島観光推進事業の内容について 

 令和７年度から３年間の継続事業で、佐木

島観光推進事業が計画されており、その内容

について問いました。 

【質問 1】 本年度１億 1400 万円が予算化

されているが、実施内容は？  

【市答弁】 NOT A HOTEL のための農道整

備に１億 1350 万円、千本桜植樹費に 50 万

円である。今後、島のｻｲｸﾘﾝｸﾞ環境を整備し観

光客を呼び込むため、令和 8～9 年度に島内

を周遊する道路へ路面標示を数千万円で行う。  

【質問２】 HOTEL 専用道路に高額の整備

費を使うのは市民の理解が得られないので

は？ また、島内周遊道路への自転車路面標

示は全く不要。船賃の助成など本当に必要な

事に税金を使うべきではないのか。 

【市答弁】 農道はｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽとして使って

ほしい。また、路面標示は交通安全、観光振興

などを目的としている。 

 

＊佐木島観光推進事業及びｻｲｸﾘﾝｸﾞ環境整備

の構想がはっきりしておらず、その場しのぎ

の施策ばかりで税金の無駄使いになっていま

す。将来構想の説明を求めましたが出て来ま

せん。これでは成果を期待できません！ 

 

（２）中山間地域活性化の取組状況について 

 現在、中山間地域は人口減少と少子高齢化

により衰退が止まりません。中山間地域の活

性化のための取組状況について問いました。 

【質問1】 地域おこし協力隊員数を増やし、

中山間地域に活力をもっと注入すべきではな

いか。 

【市答弁】 現在の定員９人程度が、市内にバ

ランスよく配置できており、当面はこれを維

持し効果的に活動できるよう取り組む。 

 盛夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 今年４月の市議会議員選挙では、

みなさまのご支援により市議会に復帰することができました。  三期目の目標は、     

“三原の活力を作り、地域と市民に寄り添う市政を実現していくこと” これに全力で取り

組んでまいりますので、引き続きご指導ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。 

２．６月定例議会で質問しています！ 

 

１．三原市の現状 

 

三原市議会議員 



【質問２】 平成 31 年よりｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽの誘致

を行っているが、現在の状況を問う。 

【市答弁】 これまで大和町に２社、城町に１

社で計４名の雇用に留まっている。問題は地

方での人材確保や新規顧客の獲得などで、市

内企業でも人手不足が続く中、人材確保の支

援ができていない事が要因と分析している。 

 

＊衰退する中山間地域の課題に対し、本市は

積極的ではありません。地域おこし協力隊増

員による活性化案を提案しましたが、対応が

できないとの後ろ向き姿勢でした。 

 

 

 

◆もやすごみ処理施設更新について特別委員

会を立ち上げ 

 ゴミ焼却場は建設当初(平成 11年)から 25

年が経過し劣化が進行していることから、令

和11～14年頃に抜本的な対策を講じる必要

が出て来ました。色々なケースを想定しても

工事費が数百億円と高額になるため、特別委

員会を設立して全議員で審議に当たることに

なりました。 

 

◆三原市立中学校における運動部活動の地域

展開について 

 少子化と教員の働き方改革により運動部活

動の地域展開が進められます。（国の方針） 

・休日の部活動は令和 8 年度末で廃止 

・平日の部活動は令和 11 年度から 13 年度

の期間内で廃止をめざす 

・三原市体育協会加盟団体と協議し、平日及び

休日に活動する団体を募集する 

 

◆本郷産業廃棄物最終処分場の対応 

 本処分場は、操業開始から２年余りの間に

４回の行政指導を受け、令和６年 11 月から

操業停止となっていましたが、令和７年４月

25 日付けで県より搬入及び埋立処分の再開

許可が出されました。しかし、水質汚染原因は

不明のままで、現状が問題ないとして再開を

許可しています。今後監視強化と水質検査頻

度の強化が行われますが、県の対応には関係

住民から不満が挙がっています。 

 

 

 

（１）帝人跡地活用のための活動 

 帝人跡地の活用は、中心市街地再生の最重

要課題ですが、一向に進まないため県会議員

と県職員とで５月末帝人本社を訪問し直談判

をしてきました。結果、前向きに動き出すこと

を約束して頂き、ようやく一歩前進しました。 

 

 

 

 市議会議員に復帰し、経済建設委員会委員

長を拝命しました。「元気のない三原市をどう

再生させていくか！」この課題に委員長とし

て取り組んで行きます。早速、委員会で政策提

言のための調査に入りました。 

ご期待ください！ 

３．議会トピックス 

 

４．活動報告＆お知らせ 

 

５．あとがき 

 

みなんさんのご意見をお聞かせください！ 

・市政について 

・普段の生活の中で気付いたことや問題点 

・将来のためにこうすべきだ     等々 

お気軽にご連絡ください！   

   

＜連絡先＞  〒723-0017   
三原市港町三丁目 16 番 13 号 

携帯電話：090-7137-0440 
FAX：0848-64-8911 
E-mail：h.tanaka1@kem.biglobe.ne.jp 
https://www.tanakahiroki.info/ 
 

    ＜田中裕規 プロフィール＞ 

・東京農工大学工学部大学院卒 
・元帝人㈱社員 
・三原市防犯連合会会長 
・三原市体操協会会長 
・保護司 
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